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ランウェイニテストの構造とTsukuba情動系ラットの行動

筑波大学大学院（博）心理学研究科　北岡　明佳

筑波大学心理学系　藤田　統

The　structure　of　the　Runway　test　and　behaviors　of　the　Tsukuba　Emotiona1strains　of　rats．

Akiyoshi　Kitaoka　and　Osamu　Fujita（Institute　of　Psycho1ogy，University　of　Tsukuba，Ibaraki305，

Jap・・）

　　The’Tsukuba　Emotiona1strains　of　rats（THE　and　TLE）and’the　Wistar－Imamichi　strain　were

tested　in　the　Runway．A　principa1component　ana1ysis　of　severa1behaviora1items　given　by　the

Wistar－Imamichi　abstracted　a　preva1ent　principa1component　which1oaded　high1y　on　each　tria1of

ambu1ation　score，peeping1atency，start1atency　and　E－section1atency．This　resu1t　means　that　an

ambulatory－active　rat　rapid1y　peeps　through　a　ho1e，rapid1y1eaves　the　start　box　and　rapid1y　ar－

rives　at　the　end　section．It　was　a1so　found　that　the　Tsukuba　Emotiona1strains　has　been　se1ected

a1ong　this　principa1component．Whereas　the　THE　wa§inactive　and　had　de1ayed　peeping　or　start－

ing　scores二the　TLE　was　active　and　quick1y　peeped　or　started．

Key　words：Runway，rats，Tsukuba　Emotiona1strains，principa1component　ana1ysiS．

　藤田はオープン・フィールドに代わる情動性測定

装置としてランウェイを考案した（藤田，1975）．

ランウェイはオープン・フィールドに相当する走路

部とシェルターである出発箱からなる装置で，出発

箱は自然界の穴に，走路部は外界に対応すると考え

られた．捕食者による攻撃の危険を考えに入れるな

らば，ランウェイにおいて，出発箱から簡単に出て

行けるラットは情動性が低く，出にくいラットは情

動性が高いと考えられる．

　藤田はこの考え方に基づき，1972年よりランウェ

イ・テストの移動活動量の高’低を基準として

Wistar系を選択交配し，Tsukuba情動系（THE系

とTLE系）を作った．THE系（Tsukuba　High
Emoti㎝a1strain）は移動活動量が世代ξともに減

少していくと同時に脱糞数が増加してきた．その反
対に，TLE系（Ts－kubaLowEmotiona1strain）は

移動活動量の増加と脱糞数の減少が平行した（藤

田・中村・宮本・片山・鎌塚・加藤，1980；加藤，
1987）。

　本研究においては，従来行なやれなかったラン

ウェイ・テストの諸項目の多変量解析を行ない，各

項目間に横たわる構造を調べることを1つの目的と

する．多変量解析として，Wista・・Imamichi系のデー

タに対して主成分分析を用い，その結果とTsuku－

ba情動系との関係を考察することをもう1つの目

的とする．

　また，ランウェイで見られる行動項目のうち，出

発箱から頭部だけを出して走路部を探索する行動

（覗き）は，探索したいという傾向と恐怖との葛藤

の現れと考えられ，情動性の成分を多く含んでいる

可能性があるので，特に注目した．牧野・藤田（1971）

の研究では，シェルター付きオープン・フィールド

におけるラットの覗き行動を，移動探索に対するも

のとして「視覚探索」と呼び，視覚探索は移動探索

とは因子的に独立していることが見いだされてい

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一㌧

方　法

被験体　　　　　　　　　　　　　　　一

　筑波大学心理学系で選択交配され維持されている

THE系♀70匹・♂71匹，およびTLE系♀60匹・♂



68 筑波大学心理学研究

79匹，さらに動物繁殖研究所（埼玉県）より随時供

給を受け，筑波大学心理学系において繁殖・維持し

ているWistar－Imamichi／Iar系の♀48匹・♂41匹を

60二70日齢で用いた．Tsukuba情動系（THE系と
TLE系）は第45世代を用いた．

装置

　ランウェイ（藤田，1975）を用いた．ランウェイ

は暗い出発箱（25×20×45cm）と走路部（125×20

×45cm）からなる．出発箱と走路部の間には7×

7cmの通り穴がある．色は畢で，側面はアクリル製，

床はベニヤ板でできている．走路部の明るさは100

ルクス程度であった（出発箱の明るさは，1ルクス

以下であった）．走路部を25×20cmの5区画に分け，

出発箱1区画と合わせて，計6区画とした．光ビー

ムでラットの動きを自動測定した，
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手続き

　出発箱にラットを投入し，30秒後に通り穴を塞い

でいるギロチン・ドアを引き上げることで，測定を

開始した．実験時間は5分で，その問に進入した区

画を自動記録した．「覗き」はラットが出発箱から

頭部だけを出して走路部を窺う行動とした．そのほ

か，出発箱と反対側の走路の端の区画をE区画と

．呼んだ．時間内に当該の行動が見られなかった場合

は，潜時のデータとして5分を与えた．実験終了後，

」脱糞数を測定した．実験は，1日1回，連続3日間

行なった．

結　果

　移動活動量（ambu1ati㎝），脱糞数（defecation），

出発潜時（start　latency），E区画到達潜時、（E－secti㎝

1atency），崩き潜時（peeping1atency）および覗き

時間・（peepingtime）の各データは，Fi＆1にまと

めて示した．

　移動活動量はTLE系＞Wistar－Imamichi系＞THE

系の順に多かった．THE系はほとんど動かなかっ

た．脱糞数は，THE系＞Wistar－Imamichi系＞TLE

系の順に多かった．ただし，Wista・一Ima㎜ichi系も

あまり脱糞しなかった．覗き潜時，出発潜時，E区

画到達潜時の3潜時は，TLE系が最も短く，THE
系が最も長かった．これらの差は統計的検定を必要

としないほど明らかであった．しかし，覗き時間は

有意ではあった（F＝13．25，df＝2／363，p＜．01）

が差は小さく，多重比較の結果，THE系の覗き時

間だけが他の2系統よりも短かった（Wistar－
Imamichi系とTLE系の間には有意差なし）．

．性差は脱糞数と覗き時間を除くすべての項目で有

意にみられ，♀は♂よりも活動的で各潜時が短かっ
た．

　試行に伴う変化としては，TLE系の両性とWis－

tar－Imamichi系の♀の移動活動量が第1試行のみ少

なく，それ以降の試行では差がなかった．彼らは覗

き時問と3潜時の得点を連続的に減少させた．THE

系は両性とも脱糞数が第3試行で増加し，♂の覗き

潜時が連続的に遅くなった以外は，どの項目でも変

．化がなかった．Wistar－Imamichi系の♂は脱糞数を

除いては，THE系に似た変化をたどった．

　Figure2には，移動活動量の時間的変化を3試

行示した．図から明らかなように．第1試行とそれ

以降の時間変化は質的に異なり，第1試行ではあま
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23｛DAY〕　　23　　　23
Ambulation　scores　（mean　number　of　sections

traversed），defecation　scores（mean　number　of

fecal　bo1uses），peeping　time，peeping1atency，

start　latency，and　E－section　arriva11atency　for

three　days　of　each　strain　and　sex．

缶葦　　　　　　　　　　　　　　　丁・・♀
窒←　　　　　　　　　　　　　　　　TLE♂
…望　　　　　　　　　　　　　　　Wl♀
・睾5
鐵Σω　　　　　H’．＼！　　　　・l1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　THEg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　THE　　O　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　㈹N）
　　　　　　1　　　　　　　2　　　　　　　3　　　（眺Y）

　Fig．2　Ambu1ation　scores　as　a　function　of　time　and

　　　　day．
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Table1Principal　component　matrix　of　ambulation
　　　　（Amb）start　latency　（SL）．E－section　arriva1

　　　1atency（EL），peeping　latepcy（PL）and　peep－

　　　ing　time　（PT）　for　the　three　tria1s　of　the

　　　Wistar・Imamichi

Combined　　Female　　　Male

（n＝89）　（n＝41）　（n＝48）

Component　　　1　　　2　　　1　　　2　　　1　　　2

　　0　　　　12345678910　　　　　12345678910（AMB）
　　　　　　　♀　　　　　含

Fig．3　Strain　differences　in　frequency　distribution　of

　　　ambulation　scores（25sections　traversed　were

　　　combined　to　one　score）．
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り変化がないのに対して，第2・第3試行では移動

活動量は時間とともに減少した．ただし，活動的で

はないTHE系とWistar－Ima㎜ichi系の♂では，変

化は顕著でなかった．

　移動活動量の度数分布をFig．3に示した．Wis－
tar－Imamichi系の分布は，Tsukub三情動系の基礎集

団（藤田ら（1980）を参照されたい）とやや異なり，

2山分布であった（Tsukuba情動系の基礎集団は

ゼロ値をピークとするJ字型分布）．

　各項目の主成分分析

　クローズド・コロニー系で遺伝子プールの大きい

と考えられるWistar・Imamichi系のデータに基づい

て，各行動項目を主成分分析して項目間の構造を調

べた．

　Wistar－Imamichi系には脱糞数がほとんど見られ

なかったので，脱糞数を除く5項目一（移動活動量，

出発潜時，E区画潜時，覗き潜時，覗き時間）の3一

試行，計15個のデータについて主成分分析を行なっ
た．．その結果を，Tab1e1（全データによる分析結

果）とTab1e2（3試行合計で25宣画以下の低活動

Variance　　　7，63　1．2ユ　7．28　ユ．98　7，02　1．23

　　％　　　　　50，86　8．0748．5413．2ユ46，78　8．17

個体のデータを排除した分析結果）に示した．

Tab1e2における低活動個体の排除の理由は，活動

的でないラットのデータは移動活動量と潜時類の相

関を不当に高めると考えられることによる．

　その結果，Table1とTable2のどちらにおいて

も，第1主成分に「活動性」というべき構造が現わ

れた．すなわち，全移動活動量のデータに高い正の

負荷をし，出発潜時，E区画到達潜時および覗き潜

時に負の負荷をした．この結果は，活動的なラット

は，早く走路部に顔を出し，早く出てきて走路の端

に早く達することを意味する1

　「活動性」主成分には，覗き時間はあまり関与し

なかった．また若干第1試行のデータには負荷が低

いようであった．これは，第1試行の移動活動量の

時問的変化がそれ以降の試行に比べて特異であった

ことにも関係しよう．

　第2主成分以下は寄与率も低く，解釈も困難で

あった．そこで，表には第2主成分までを記載した．
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Tab1e2Principa1component　matrix　of　each　item　frqm

　　　inactive－rats－removed　data

Combined　　Fema1e　　　　Ma1e

（n＝61）　（・＝36）　（n二25）

Component　　　1　　　2　　　1　　　2　　　1　　　2

Amb1
Amb2
Amb3
SL
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．71
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．02
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．02
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一．81

一．34
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．28
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．30
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一．69

．20

．18

一．36

．34

．33

一．11

一．45

一．39

．69

．72

．79

一．26

一．89

一．91

一．59

一．87

一．77

．25

一．44

一．67

一．37

．07

．62

．54

一．02

一．26

一．61

一．15

．02

一．55

一．17

．06

一．38

．31

．11

．31

一．63

一．36

Variance　　　6，23　1，79　5，19　2，18　6，24　2二03

　　％　　　　　41．51　11．93　34．61　14．5541．58　13．50

考　察

第1主成分と情動性との関係

　明らかに，Tsukuba情動系は第1主成分「活動性」

の軸に沿って選択交配されたと言える．すなわち，

THE系は不活発で各潜時が長く，他方TLE系は活
発で各潜時が短かった．Tsukuba情動系の選択の

基準は移動活動量であったが，移動活動量は他の潜

時類と高い相関を持っていたため，Tsuk巾a情動

系は潜時類に関しても分離されてきたと考えられ
る．

　特筆すべきはやはり脱糞数であろう．オープン・

フィールドとは異なりランウェイではラットはあま

り脱糞しない（北岡・藤田，1990）にもかかわらず，

選択の過程においてTHE系は脱糞数を増加させて

きたわけであり，この点において第1主成分「活動

性」に情動性が反映していることを示唆するもので
ある．

　覗き時間については，走路部を探索したいが恐怖

で出られないという接近一回避葛藤を測定できる有

用な項目と予想されたが，第1主成分に負荷は少な

第13号

くユまたTHE系の覗き時間が特に長いということ

もなかった（かえって短かった）ので，情動性の影

響はあまりないようである．この事実は，恐怖があ

ればもはや覗かないか，またはTHE系は探索的で

ないかのどちらか，または両方であることを示唆す
る．

第2主成分と情動性との関係

　第2主成分は第1主成分に比べ寄与率が低かっ

牟．しかし，唯一この主成分に覗き時間が高い負荷

を持っていた．その第2主成分をあえて解釈するな

らば「第1試行の特異性」であり，第1試行とそれ

以降の試行の負荷の仕方に差が見られた．例えば，

第1試行の移動活動量には正，それ以降はゼロまた
は負，第i試行の各潜時には負，それ以降はゼロま

たは正といった具合いである．覗き時間は第2およ

び第3試行において負に負荷した．

　これらをまとめると，第2主成分の得点の高い

ラットは第1試行では活動的だが，第2試行以降は

不活発になり，走路部に顔すら出さないようになる

ことを，意味する．これは，もともと不活発なラッ

トがシ干ルターも恐がったため第1試行で活動的で

あったとも考えられる（シェルター恐怖（北岡・藤

田，1989））．北岡・藤田（1990）は，高脱糞を特徴

とするF344／DuCrj系がそのような行動，すなわ

ちランウェイ・テストの第1試行よりも第2試行で

不活発になることを見いだしたが，、本研究の結果と

関係があるかもしれない．
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